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バスでふくしま駅伝を応援に行こう！
大会当日は選手を応援するために、応援バスを運行します。選手が力走する姿を、『ふくしま駅伝』の迫力を

肌で感じてみませんか？

▼日 時 11月 17 日(日)午前５時 集合出発

▼集合場所 中央公民館前駐車場

▼応援箇所 白河(スタート)～郡山～福島(ゴール)

※3箇所程度予定

▼定 員 25名(先着順)

▼締 切 日 11月 14日(木)まで

▼申し込み・問い合わせ先

NPO 法人スポーツクラブバンビィ

TEL 83-2301(町民体育館内)

ふくしま駅伝 第２５回大会
白河⇒福島 16 区間 95.1ｋｍ

（※大会当日のレース状況はラジオ福島で完全生放送）

◆昨年の成績 タイム５：３４′０１″町の部 第６位

大会当日、選手の変更もあります。

11月17日(日) 午前7時40分スタート

　『第 25 回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会』が白河市総合運

動公園陸上競技場スタート、福島県庁ゴールで開催されます。

　今年は「うつくしま復興 確かな歩み！」をスローガンに 52 市

町村、そして７町村の合同チーム「希望ふくしま」の参加で県内

すべての市町村のランナーがタスキをつなぎ、熱戦が繰り広げら

れます。会津坂下町チームのナンバーカードは『33』です。

　遠藤和栄監督は「今年は佐藤敦之選手が加入して、今まで以上

に練習も気合いが入り、良い刺激になっている。町の部『優勝』

を目指して頑張りたい」と７月から練習を積み重ねています。

　町民の皆さんに感動を与えられるように、最後まで諦めず粘り

強い走りをしますので応援をよろしくお願いします。

　11 月 17 日は、以下のメンバーでタスキをつなぎます。

　今回、会津坂下町チー

ムの代表として走れるこ

とを嬉しく思います。私

自身、会津坂下町の選手

としての出場は初めてと

なります。ベテランとし

て、そして世界で培って

きた勝つためのノウハウ

を選手１人１人に浸透さ

せ、チーム一丸となり大

舞台でも戦えるチームを

目指して頑張ります。町

をあげての応援よろしく

お願いします。
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今年も熱いドラマがはじ
まる！
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まる！仲間を信じてつなげ１本のタスキ！会津坂下チーム！仲間を信じてつなげ１本のタスキ！会津坂下チーム！今年も熱いドラマがはじ
まる！
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部門 種　　目 氏　　名 所　　属 記　録

1
高校生男子
（10km）

平野　源太 会津学鳳高校 33分42秒

2
男子（10km）
（39歳以下）

田代　直希
ふくしま駅伝
会津坂下町

30分56秒

3
男子（10km）
（40歳以上）

雅楽川隼人
西会津町

駅伝チーム
38分37秒

4

中学生男子
（5km）

一重　祐樹
喜多方市

駅伝チーム
16分42秒

団　　体 ふ く し ま 駅 伝 会 津 坂 下 町

5
高校生男子
（5km）

佐藤　貴洋
喜多方市

駅伝チーム
15分37秒

6
男子（5km）
（39歳以下）

加藤　伸治
喜多方市

駅伝チーム
15分06秒

7
男子（5km）
（40歳以上）

高橋　宏典
北塩原村

駅伝チーム
17分14秒

8
男子（5km）
（50歳以上）

中島　　武 広野町 18分42秒

9
男子（5km）
（60歳以上）

仲田富士雄 棚倉ベンＲＣ 19分24秒

10

中学生女子
（3km）

長谷川小雪 高田中学校 10分52秒

団　　体 ふ く し ま 駅 伝 会 津 坂 下 町

11
高校生～一般
女子（3km）

秋元　　愛 ヤギヌマ印刷 10分08秒

12
小学６年

男子（2km）
黒澤　　翔 河東学園小学校 ６分49秒

部門 種　　目 氏　　名 所　　属 記　録

13
小学６年

女子（2km）
湯田真奈美 一箕小学校 ７分11秒

14
小学５年

男子（2km）
木村　有希 新鶴小学校 ７分16秒

15
小学５年

女子（2km）
猪俣　光理 行仁小学校 ７分09秒

16
小学４年

男子（2km）
関本悠太郎

塩川陸上
スポーツ少年団

７分36秒

17
小学４年

女子（2km）
髙橋　和奏

磐梯町
マラソンクラブ

７分58秒

18
小学３年

男子（2km）
木村　豪希 新鶴小学校 ８分09秒

19
小学３年

女子（2km）
鈴木　一葉

猪苗代スポ少
陸上部

８分32秒

20
小学２年

男子（1km）
笠間　莉斗

千里スポーツ
少年団陸上部

３分54秒

21
小学２年

女子（1km）
水野　佳世

盛岡市立
緑ヶ丘小学校

４分03秒

22
小学１年

オープン（1km）
大橋　　塁 高田小学校 ４分26秒

23
親子　父と

１年生（1km）
伊藤　健彦
伊藤　　尭

会津若松市 ３分42秒

24
親子　母と

１年生（1km）
佐藤　香里
佐藤　空神

茨城県笠間市 ４分30秒

25
親子 父と園児

（1km）
岩渕　光司
岩渕　沙希

会津若松市 ４分16秒

26
親子 母と園児

（1km）
長谷川みつえ
長谷川桜介

小田原幼稚園 ４分35秒

◆ 各 部 優 勝 者 （網掛けは大会新記録）◆

あいづばんげ

『いにしえ街道』
マラソン大会2013

町最大のスポーツイベントであるマラソン大会が10月20日

(日)に坂下南小学校前をスタート・ゴールに開催されました。

　北京オリンピックマラソン代表佐藤敦之選手、女子800ｍ日

本記録保持者佐藤美保選手、駒澤大学陸上競技部を招待し、町

内外の園児から70歳代まで９８２名のランナーが参加しまし

た。悪天候にも関わらず、大会新記録が続出し、沿道にはたく

さんの方が応援にかけつけ声援を送っていました。
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戸籍環境班からのお知らせ

【古いごみ袋の交換を行います】

日時：11 月 13 日（水）～11 月 22 日（金）

場所：会津坂下町役場 戸籍環境班 窓口

古い袋でごみを出して回収されない事例がみられます。

古いごみ袋は利用できませんのでご注意ください!!

会津坂下町 収入 14,645,483 円

家庭系ごみ処理手数料

（商工会より）

14,525,600 円

環境センターへ直接搬入

（町民より）

118,300 円

基金利子

1,583 円

※Ａ・Ｂ・Ｃ の事業に支出した残額 1,645,483 円は町の基金に積立しています.

Ａ：廃棄物減量化推進事業

2,000,000 円

○家庭系ごみ減量化報奨金

（行政区への報奨金）

10,000 円+（世帯数×＠200）
○コンポスト等購入者への補

助金

補助金は購入金額の半額

（100 円未満切捨、上限有）

円2,000,000
Ｂ：廃棄物再資源化事業

○各種団体による資源回収報償

金

（資源回収物１ｋｇに対し４円

交付）

Ｃ：環境センター負担金事業

（旧広域事業組合）

9,000,000 円

○会津若松地方広域市町村圏世帯組合

衛生費負担金

（環境センター運営負担金）

○会津若松地方広域市町村圏整備組合

基金積立

（今後予定されている廃棄物処理施

設建設のための積立金）

×（利用できません）

古いごみ袋の表示

（可燃）黄色の袋に黒字のごみ袋

（不燃）透明な袋に赤字のごみ袋

○
新しいごみ袋の表示

（可燃）黄色の袋に赤字のごみ袋

（不燃）透明な袋に緑字のごみ袋
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上下水道班より　

　
10
月
13
日
、「
坂
下
中
央
浄
化
セ

ン
タ
ー
」
に
お
い
て
「
第
21
回
下
水

道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
強
風
と
な

り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
下

水
道
の
普
及
啓
蒙
を
図
る
た
め
、
平

成
５
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年

で
21
回
目
を
数
え
ま
す
。

　
ば
ん
げ
ぼ
ん
げ
音
楽
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
る
「
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
は
じ
め
、「
焼
き

そ
ば
」、「
味
噌
田
楽
」、「
金
魚
す
く

い
」、「
ふ
う
せ
ん
」
等
の
模
擬
店
や
、

「
微
生
物
観
察
コ
ー
ナ
ー
」、「
施
設

見
学
」
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
通

し
て
、
下
水
道
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
、
町
内
の
小
学

４
年
生
を
対
象
に
実
施
し
た
「
下
水

道
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が

実
施
さ
れ
、
入
賞
し
た
児
童
へ
賞
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

下
水
道
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

▽
最
優
秀
賞

  

「
下
水
道 

自
然
や
街
を 

守
る
道
」

　
坂
下
南
小
学
校
４
年
２
組

 

佐
藤
　
緋
奈
乃
さ
ん
　

▽
優
秀
賞

  

「
ぼ
く
た
ち
の

　
み
ら
い
に
つ
な
が
る
　
下
水
道
」

　
坂
下
南
小
学
校
４
年
３
組

 

城
郷
　
奈
雄
子
さ
ん
　

▽
優
秀
賞

  

「
あ
り
が
と
う

　
か
ん
き
ょ
う
守
る
　
下
水
道
」

　
坂
下
東
小
学
校
４
年
１
組

 

皆
川
　
大
樹
さ
ん
　

▽
入
　
賞

  

「
う
つ
く
し
い
　
川
を
は
ぐ
く
む

　
下
水
道
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
坂
下
南
小
学
校
４
年
３
組

　
　 

佐
藤
　
七
海
さ
ん
　

  

「
か
い
て
き
な
　
く
ら
し
を
守
る

　
下
水
道
」

　
坂
下
南
小
学
校
４
年
２
組

 

河
原
田
　
み
な
み
さ
ん
　

  

「
下
水
道
　
明
日
に
つ
な
が
る

　
す
ん
だ
水
」

　
坂
下
東
小
学
校
４
年
２
組

 

石
田
　
愛
莉
さ
ん
　

  
「
下
水
道
　
き
れ
い
な
水
で

　
ゆ
た
か
な
未
来
」

　
坂
下
南
小
学
校
４
年
２
組

 

酒
井
　
美
怜
さ
ん
　

  

「
キ
ラ
キ
ラ
と
　
き
れ
い
な
水
に

　
リ
サ
イ
ク
ル
」

　
坂
下
東
小
学
校
４
年
２
組

 

五
十
嵐
　
智
さ
ん
　

ミニコンサートのひとこま

第
21
回
下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

★
入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
★

下水道マスコット
キャラクター「スイスイ」
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　今月号の「道の駅インタビューコーナー」は、湯川村は消防団長の佐藤誠さん、会津坂下町は消防副団長の

山内真一さんからお話を聞きました。地域の防災を担う消防団から、防災拠点としての人・川・道の駅に対す

るご意見を頂戴しました。

「人の駅・川の駅・道の駅」拠点整備事業 湯川村・会津坂下町共同企画

○
人
・
川
・
道
の
駅
は
阿
賀
川
沿
い
に
建
設
予

定
で
す
が
、
過
去
に
阿
賀
川
が
氾
濫
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？
ま
た
、
湯
川
村
は
平
坦
部
と

い
う
こ
と
で
、
水
害
の
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

佐
藤

：

大
正
6
年
10
月
1
日
に
、
旧
勝
常
村
溷

川
洪
水
防
止
作
業
中
に
消
防
団
員
1
名
の
方
が

殉
職
さ
れ
ま
し
た
。
阿
賀
川
は
、
昭
和
16
年
、

24
年
に
上
流
の
会
津
若
松
市
の
神
指
地
域
な
ど

で
堤
防
が
決
壊
す
る
氾
濫
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

近
年
は
、
堤
防
の
拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る

な
ど
、
水
防
対
策
が
よ
く
な
さ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
人
の
駅
と
し
て
水
防
セ
ン
タ
ー

が
整
備
さ
れ
ま
す
の
で
、
水
防
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
て
行
政
と
連
携
し
、
消
防
団
と
し
て
も

な
お
一
層
の
水
防
・
防
災
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
2
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
時
、
消
防
団
で

は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

佐
藤

：

大
震
災
で
は
、
村
内
の
建
物
の
損
壊
、

塀
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
混

乱
す
る
状
況
の
中
、
消
防
団
員
に
地
区
内
の
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
の
倒
壊
に
よ
る
油
流
出
事
故
の
有
無

の
確
認
に
つ
い
て
指
示
し
ま
し
た
。
団
員
は
迅

速
に
調
査
を
行
っ
て
く
れ
て
、
火
災
の
発
生
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
こ
の
た
び
整
備
す
る
「
人
・
川
・
道
の
駅
」

拠
点
整
備
事
業
で
は
、「
交
流
促
進
施
設
（
水

防
セ
ン
タ
ー
）」、「
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、「
消

防
訓
練
広
場
」
な
ど
の
防
災
施
設
が
整
備
予
定

で
あ
り
、
地
元
消
防
団
に
有
効
に
活
用
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
主
に
ど
の
よ
う
な

活
動
、
訓
練
が
可
能
だ
と
考
え
て
い
ま
す

か
？

佐
藤

：

整
備
さ
れ
る
施
設
を
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
消
防
訓
練
広
場
で
は

水
防
訓
練
、
消
防
ポ
ン
プ
操
法
、
消
防
ポ
ン

プ
性
能
検
査
な
ど
各
種
訓
練
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ポ
ン
プ
操
法
の
訓
練
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
水
出
し
操
法
の
出
来

る
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
大
い
に
利
用
し
、
な
お
一
層
日
頃
の
技

術
向
上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
夢
は
全

国
大
会
出
場
で
す
！
　
水
防
セ
ン
タ
ー
が
整

備
さ
れ
れ
ば
、
消
防
団
の
災
害
対
策
会
議
室
、

待
機
所
と
し
て
活
用
で
き
、
迅
速
な
消
防
団

活
動
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
く
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
新
し
く
整
備
す
る
水

害
対
策
備
品
に
つ
い
て
は
、
村
と
消
防
団
で

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

○
こ
こ
か
ら
は
利
用
者
の
立
場
で
御
答
え
く

だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
立
ち
寄
っ
た
道
の
駅
の

い
い
と
こ
ろ
、
反
対
に
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤

：

従
業
員
が
笑
顔
で
、
元
気
な
道
の
駅

は
、
地
域
の
元
気
を
感
じ
て
い
い
で
す
ね
。

入
口
が
入
り
づ
ら
い
道
の
駅
は
、
敬
遠
し
て

し
ま
い
ま
す
。
案
内
板
は
あ
る
け
れ
ど
、
道

路
沿
い
じ
ゃ
な
く
て
曲
が
っ
た
り
し
な
い
と

場
所
が
わ
か
ら
な
い
道
の
駅
は
不
便
に
感
じ

ま
す
。

○
最
後
に
、
道
の
駅
で
す
が
、
ど
ん
な
施
設

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
？

佐
藤

：

地
元
の
人
が
お
昼
を
食
べ
に
利
用
し

た
り
気
軽
に
立
ち
寄
っ
た
り
、
地
域
交
流
の

中
心
地
で
あ
り
、
従
業
員
み
ん
な
が
笑
顔
で

明
る
く
、
お
客
さ
ん
も
笑
顔
に
な
る
よ
う
な
、

湯
川
村
・
会
津
坂
下
町
地
域
の
元
気
を
発
信

す
る
道
の
駅
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
私
自

身
い
ろ
い
ろ
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
で
き
て
い

ま
す
が
、
若
い
人
の
ア
イ
デ
ア
も
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
こ
こ
で
し
か
購
入
で
き
な
い
特

産
物
の
販
売
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
な
ど
で
リ
ピ
ー
タ
ー
を
作
り
、
人
が
集
ま

る
道
の
駅
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
関

係
者
の
皆
さ
ん
、
有
言
実
行
で
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
！

の
防
災
施
設
が
整
備
予
定
で
す
。
地
元
消

防
団
は
ど
の
よ
う
な
活
動
・
訓
練
が
可
能

だ
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

山
内

：

防
災
の
拠
点
と
し
て
、
水
防
訓
練

や
消
防
ポ
ン
プ
操
法
が
で
き
る
機
能
が

整
っ
て
い
る
の
は
、
団
員
の
技
術
向
上
の

た
め
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
活
動
が
連
日
に
わ
た
る
場

合
を
想
定
す
る
と
、
仮
眠
が
で
き
る
よ
う

な
施
設
が
あ
る
こ
と
は
、
団
員
の
体
力
回

復
や
士
気
の
維
持
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

○
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
立
ち

寄
っ
た
道
の
駅
の
良
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
内

：

地
元
の
気
さ
く
で
温
か
い
お
も
て

な
し
や
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に
確
保

さ
れ
た
人
に
や
さ
し
い
施
設
は
立
ち
寄
っ

て
も
気
持
ち
が
い
い
で
す
。
軒
下
が
広
く

て
、
そ
こ
で
イ
ベ
ン
ト
や
出
店
が
で
き
る

施
設
は
い
い
と
思
い
ま
す
。

○
最
後
に
「
道
の
駅
」
で
す
が
、
ど
ん
な

施
設
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
？

山
内

：

会
津
坂
下
町
・
湯
川
村
の
特
色
を

生
か
し
な
が
ら
、
地
元
の
農
産
物
や
特
産

品
を
十
分
に
揃
え
た
、
地
元
に
愛
さ
れ
る

施
設
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
今
あ
る
も

の
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
発
想
で

ど
ん
ど
ん
価
値
を
生
み
出
し
て
ほ
し
い
の

で
、
若
い
人
に
も
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、
集
客
の
た
め

に
工
夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
、

道
の
駅
だ
け
で
な
く
、
地
域
へ
の
人
の
流

れ
を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
会
津
坂
下
町

民
と
し
て
は
、
そ
ば
、
馬
刺
し
、
ク
ル
ミ

な
ど
食
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

○
近
年
、
温
暖
化
の
影
響
か
ら
か
、
全
国

各
地
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
竜
巻
、
突
風
等
の

局
地
的
な
災
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
会
津

坂
下
町
で
は
、
そ
れ
に
似
た
よ
う
な
災
害

は
あ
り
ま
し
た
か
？

山
内

：

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
と
新

潟
・
福
島
豪
雨
の
と
き
は
大
変
で
し
た
。

豪
雨
の
際
は
只
見
川
流
域
の
地
区
が
土
砂

崩
れ
や
冠
水
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
人
的
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
収
穫
前
の
農
作
物
の
冠
水
や
建
物
の

浸
水
な
ど
の
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

○
東
日
本
大
震
災
の
と
き
は
、
消
防
団
で

は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

山
内

：

東
日
本
大
震
災
で
は
、
建
物
の
倒

壊
や
道
路
の
損
壊
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
当

初
は
被
害
調
査
等
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

福
島
原
発
の
事
故
で
対
応
が
一
変
し
ま
し

た
。
葛
尾
村
の
村
民
約
３
０
０
名
を
受
け

入
れ
る
準
備
と
し
て
、
町
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
町
内
で
毛
布
や
布
団
、
タ
オ
ル
等

の
物
資
を
確
保
し
ま
し
た
。

○
こ
の
た
び
整
備
す
る
人
・
川
・
道
の
駅

拠
点
整
備
事
業
で
は
、
水
防
セ
ン
タ
ー
等

佐藤誠さん

山内真一さん

せ
せ
な
ぎ
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「
縄
文
か
ら
弥
生
へ
」

　「
会
津
坂
下
町
郷
土
学
習
副
読
本
―
　

　
　
　
　
　
坂
下
学
の
す
す
め
」
か
ら

　
　
弥
生
人
の
風
習

　
日
本
列
島
の
様
子
を
文
字
で
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
一
世
紀
頃
か
ら
で
す
。
日
本
の
弥

生
時
代
に
当
り
ま
す
。
中
国
の
歴
史
書
で
あ
る

『
魏
志
倭
人
伝
』（
以
下
、『
倭
人
伝
』）
は
、
三

世
紀
頃
の
弥
生
時
代
後
期
の
様
子
を
伝
え
て
い

ま
す
。

　
こ
の
頃
の
日
本
は
、「
王
」
の
下
で
幾
つ
も

の
「
ク
ニ
」
の
連
合
体
を
形
成
し
、
中
国
王
朝

と
使
者
を
取
り
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
「
ク
ニ
」
の
人
々
は
顔
や
体
に
入
れ
墨
を
し

て
い
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
入
れ

墨
の
風
習
が
弥
生
時
代
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。『
倭
人
伝
』
は
、「
入
れ
墨
は
海
で
鮫

な
ど
に
襲
わ
れ
な
い
呪
い
の
意
味
が
あ
り
、
地

域
ご
と
に
、
ま
た
身
分
ご
と
に
違
っ
て
い
た
」

と
書
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
ク
ニ
」
は
、
稲
作
の
外
、
鮫
な
ど
が

い
る
海
で
漁
労
が
で
き
る
九
州
・
近
畿
地
方
に

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
稲
作
は
中
国
・
朝
鮮
か

ら
の
渡
来
人
が
伝
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
、
食
料
と
し
て
籾
の
状
態
で
持
っ
て
来

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
偶
然
が
、
日
本
列
島
に

新
た
な
食
文
化
を
生
ん
だ
の
だ
と
推
測
さ
れ
ま

す
。

　
　
稲
　
作

　
で
は
、
会
津
地
方
の
弥
生
時
代
は
ど
う
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
中
国
の
歴
史
書
で
は
そ
こ

ま
で
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。
教
科
書
に
よ
る
と
、

弥
生
時
代
は
紀
元
前
五
世
紀
か
ら
紀
元
三
世
紀

の
約
八
百
年
間
を
指
し
ま
す
。

　
会
津
地
方
に
稲
作
が
始
ま
っ
た
の
は
、
紀
元

前
四
世
紀
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
頃

の
時
期
と
見
ら
れ
る
上
野
尻
遺
跡
（
西
会
津
町
）

か
ら
出
土
し
た
大
型
の
つ
ぼ
形
土
器
を
根
拠
に

し
て
い
ま
す
。
籾
な
ど
の
貯
蔵
用
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
大
麦
の
種
子
も
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

　
当
時
の
田
ん
ぼ
一
枚
の
面
積
は
、
台
畑
遺
跡

（
福
島
市
）
で
は
、
約
二
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら

十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
位
で
し
た
。
米
は
お
か
ゆ

に
し
て
食
べ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
米
を
炊
く
様

な
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
『
倭

人
伝
』
で
は
手
づ
か
み
で
食
事
を
す
る
と
書
い

て
い
ま
す
が
、
お
か
ゆ
を
手
づ
か
み
で
と
い
う

は
合
理
的
で
は
な
く
、
竹
べ
ら
の
様
な
も
の
を

使
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、『
倭
人
伝
』
で
は
、
人
々
は
は

だ
し
で
生
活
し
て
い
る
と
書
い
て
い
ま
す
。
寒

さ
の
厳
し
い
会
津
地
方
で
は
動
物
の
毛
皮
な
ど

で
足
を
包
ん
で
歩
く
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
稲
の
収
穫
に
は
、
石
包
丁
で
穂
だ
け
を
摘
み

取
っ
て
お
り
、
茎
の
部
分
は
田
ん
ぼ
に
残
し
た

ま
ま
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ワ
ラ
に
し
て
靴

の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
り

ま
す
。
既
に
、
織
機
で
カ
ラ
ム
シ
な
ど
か
ら
布

を
織
り
、
簡
単
な
服
を
作
っ
て
い
た
時
代
で
す
。

ま
た
、
縄
文
時
代
か
ら
人
々
は
遠
く
ま
で
交
易

を
し
、
そ
の
先
々
で
様
々
な
生
活
風
習
を
見
聞

し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ワ
ラ
で
縄
や
生
活

用
具
を
作
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て

く
る
の
で
す
。

　
　
弥
生
時
代
の
貝
塚
か
ら

　
会
津
地
方
に
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
淡
水
産

の
貝
塚
遺
跡
が
三
箇
所
あ
り
ま
す
。
宮
腰
遺
跡

（
会
津
若
松
市
河
東
町
）、
上
高
野
遺
跡
（
会

津
若
松
市
高
野
町
）、
沼
ノ
神
遺
跡
（
喜
多
方

市
）
で
す
。
貝
塚
が
で
き
る
ほ
ど
大
量
の
貝
の

生
息
地
は
、
川
や
沼
地
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
会
津
盆
地
は
大
小
様
々
な
河
川
が
合
流
し
、

洪
水
の
発
生
し
や
す
い
地
形
を
し
て
い
ま
す
。

弥
生
時
代
の
八
百
年
間
に
は
、
度
重
な
る
洪
水

や
地
震
に
よ
る
土
砂
崩
れ
で
川
が
せ
き
溜
め
ら

れ
て
湖
沼
が
で
き
、
そ
こ
に
大
量
の
魚
介
類
が

生
息
し
た
時
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
　
会
津
盆
地
の
ク
ニ

　
会
津
盆
地
の
地
形
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
自

然
災
害
と
、
そ
こ
に
住
む
弥
生
人
の
精
神
構
造

の
関
係
は
想
像
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

一
つ
と
し
て
、
集
落
間
の
協
調
・
互
助
な
ど
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

　
稲
作
は
低
湿
地
と
水
の
管
理
を
必
要
と
し
ま

す
。
稲
荷
塚
遺
跡
（
新
富
町
）
で
発
見
さ
れ
た

「
方
形
周
溝
墓
」
か
ら
は
、
指
導
者
ら
し
き
人

物
の
存
在
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
指
導
者
の

下
で
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
低
湿
地
を
襲
う
自

然
災
害
に
備
え
る
た
め
に
、
集
落
間
の
協
力
体

制
が
で
き
上
が
っ
て
い
く
こ
と
も
想
像
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
幾
多
の
自
然
災
害
の
経
験
は
生

き
延
び
る
知
恵
を
生
み
、
そ
の
知
恵
は
、
新
し

い
文
化
の
受
容
と
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
に
も

役
立
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
弥
生
時
代
以
後
の

四
世
紀
に
県
内
で
最
古
級
の
「
杵
ヶ
森
古
墳
」

（
新
富
町
）
や
巨
大
な
「
亀
ヶ
森
古
墳
」（
青

津
）
が
で
き
た
の
も
、
集
落
間
の
協
力
が
あ
っ

た
れ
ば
こ
そ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

 

問
い
合
わ
せ
先
　
町
史
編
さ
ん
室
　

�

☎
83
―

２
２
３
４
㈹
　

町史編さんだより

石包丁石包丁の使い方 つぼ型土器
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食育だより

坂下南幼稚園から食育３つの取り組みを紹介します。
１つは『給食』です。坂下南幼稚園では、平成２３年度より給食を導入しました。友だちと一緒に同じものを

味わうことで、「おいしいね」と友だちと共感しあったり、時には苦手な食べ物でも友だちが食べている様子を

見て、「ちょっと食べてみようかな」と挑戦したりする姿が見られています。

給食では、子ども達が給食当番になり、配膳から片付けまでを行っています。「このくらい？」「もう少しふや

して」自分が食べられる量を聞いたり伝え合ったりしながら、配膳を行っています。また、毎日、年長さんが放

送当番を担当し、給食のメニューを発表しています。

２つ目は『栽培活動』です。園内にある花壇に、ゴーヤやピーマン、ミニトマトを植え、水やり・収穫をしま

した。自分が食べる食材にふれることで、苦手だった物も食べられるようになるそんな子どもの様子から、普段

の生活でも積極的に食材とふれあう機会を設けてきました。また、収穫した野菜を使って、野菜スタンプを楽し

みました。

最後は、『遊び』です。子ども達は、毎日いろいろな遊びをしています。お寿司屋さんごっこをした時には、

実際にお寿司屋さんを見学し、自分達でイメージを膨らませながら、いろいろな材料を選んでお寿司を一つ一つ

作り上げていく姿が見られました。また、作ったものを友だちといっしょに楽しんだり共感しあったりしながら

食べる姿も見られました。

遊びを通して、『食べる事のたのしさ』、『食べる事の喜び』を感じて欲しいと思います。

おかわりだって出来るよ！みんなで協力しながら給食当番 放送当番でメニュー発表しています

いっぱい水を飲んで、大きくなってね。 あんなところに、実がなってるよ！ ゴーヤってこんな形なんだ！

みんなで

チョキチョキクッキング中
いろいろなお寿司が

あるんだね～
みんなで食べる手作りお寿司は

おいしいね
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図書室だより

中央公民館

図書室だより Vol.41
中央公民館図書室 TEL 83-3010 （定休日:毎月第２火曜日）

立冬を過ぎ、暦のうえではもう冬です。11 月は霜が降りることから霜月とも呼ばれています。

何かと忙しい時期ではありますが、冬支度の合間に手を休めて、ゆっくり読書の時間を作ってみて

はいかがでしょうか？

○10 月 8 日に県立図書館の移動図書館『あづま号』が来館しました。

新しく借受けた図書の貸出を開始しましたのでどうぞご利用下さい。

小説 『11/22/63；上』

スティーヴン・キング 著

白石朗 訳

文藝春秋

知人から1958 年に通じるタイムトンネルの存在

を教えられた高校教師が、過去へ旅してケネディ

暗殺阻止を目論む物語。4 つの文学賞にノミネー

トされ、2 冠に輝いた大作の上巻です。

絵本 『あいすることあいされること』

宮西達也 作

ポプラ社

ずっと、ひとりでいいとおもっていたよ。きみと

であうまでは…。せつなくも、心があたたかくな

る絵本。「ティラノサウルスシリーズ」の 12 巻目

のお話です。

児童書 『けんかにかんぱい！』

宮川ひろ 作

小泉るみ子 絵

童心社

けんかをして言いたいことをしっかり言い合うこ

とで、友達がどんな風に考えたり感じたりしてい

るかを知ることができるはず。それで仲良しにな

るって大切なことです。

小説 『折れた竜骨；上・下』（創元推理文庫）

米澤穂信 著

東京創元社

12 世紀末のヨーロッパを舞台にした、剣と魔術の

ファンタジーな世界観のある、新しいタイプのミ

ステリです。第 64 回日本推理作家協会賞受賞作

の文庫化。

○ブックスタート実施のお知らせ

11 月 28 日（木）に、10 か月児健診のお子さんを対象に、

絵本を手渡す『ブックスタート』を実施します。

実施場所：健康管理センター 実施時間：10 か月児健診時
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TOWN TOPICS

　９月18日、民謡で全国大会出場

の報告のため黒澤このみさんが来

庁しました。黒澤さんは、６月２

日に行われた郷土民謡協会宮城県

大会ヤングの部で優勝し、10月20

日に日本武道館において郷土民謡

民舞全国大会ヤングの部に出場し

ました。また、６月30日に行われ

た日本民謡協会民謡民舞福島県央

大会でもみごと総合優勝し、日本

国技館で日本民謡協会民謡民舞全

国大会内閣総理大臣杯争奪戦に福

島県代表として出場予定です！

　黒澤さんは上記の大会以外にも、

８月３日に行われた全国鉄道民謡

連盟全国大会で総合優勝し、８月

18日に行われた日本民謡ヤングフ

ェスティバル2013では優秀賞を受

賞しています。

郷土民謡民舞全国大会出場
黒澤このみさん

第1回運動会　坂下南小学校・坂下東小学校

阿賀の竹歌謡唄舞会　様

「現金５万円」

社会福祉の一助になるように

ご寄付に感謝します

　９月28日に坂下南・坂下東小学校で統合して初の運動会が行われました。

秋空のもと、児童たちは元気良くグラウンドを駆け回り、１年生から６年生

まで力を合わせて競技に取り組む姿と、それを一生懸命応援し励ます保護者

の姿がとても印象的でした。

坂下南小　運動会テーマ

「南の絆！新しい仲間と勝利に向かってかけぬけろ！」

坂下東小　運動会テーマ

「最後まで力をあわせてがんばろう！未来につなげよう東っ子のきずな」
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TOWN TOPICS

　今年度から新たに創設した会津坂

下町若者定住促進住宅新築・購入補

助制度で、補助金交付の第１号とな

った寺木淳一さん御家族に、目録の

授与を行いました。

　本補助金は、１人以上の同居親族

がいる40歳未満の転入者に対し、

100万円を上限に費用の10%を補助

するもので、他に民間賃貸住宅の家

賃補助もあります。

　寺木さん御家族は、保育料が比較

的安い等、子育てしやすい環境が整

っているとの理由で、会津坂下町へ

転入されてきました。「私たちのよ

うな若い人にとって、このような制

度があるのはとてもありがたい。私

の会社内でも評判がいいです。これ

からも、待機児童の解消等、子育て

のさらなる充実を図ってほしい」と

話されていました。

定住促進事業で目録授与式

　10月号「広報あいづばんげ」の９

ページに掲載しました右上の写真の

「風間いく子さん」は「柏木美恵子

さん」の誤りです。ここに、お詫び

して訂正いたします。

▼問い合わせ先　

　政策企画班　TEL 84―1504

お詫びと訂正

　会津坂下町束松振興センター建築

工事起工式・安全祈願祭が10月８日

に、町・施工業者・高寺行政区長な

ど多くの関係者が参列し、行われま

した。

　安全祈願祭では、心清水八幡神社、

戸内宮司による神事が執り行われ、

齋藤町長や関係者が鍬入れなどの儀

式を行い、工事の安全を祈りました。

　齋藤町長は、「本施設が束松地域

のさらなる交流イベントや地域のに

ぎわいの創出と、身近な歴史資源の

再確認と継承・維持のために活用さ

れ、地域振興に寄与することを願っ

ております。」と挨拶をしました。

　会津坂下町束松振興センターは来

年の４月オープンを目指しておりま

す。

【施設概要】

○木造平屋建（福島県産木材利用）

○建築面積：190.46㎡　　　　　　

○施工業者：㈱鈴木工務店

会津坂下町束松振興センター
建築工事起工式･安全祈願祭

　八幡地区の地域づくりの拠点施設

となる「八幡コミュニティセンター」

の建設工事起工式・安全祈願祭が９

月24日に建設予定地である旧八幡小

学校跡地において行われました。起

工式・安全祈願祭には発注者である

会津坂下町の関係者のほか、県関係

者、八幡行政区長などの来賓が出席

しました。

　本施設の設計については、昨年度、

八幡地区の皆様の参加を得て、ワー

クショップを開催し進めてきました。

　また、施設は宿場町として栄えた

塔寺・気多宮の周辺の景観に配慮し

た外観とし、地域の人々が気軽に交

流できるスペースとして、「土間」

や「小上がり」を設けます。

【施設概要】

・木造平屋建（会津産木材利用）

・建築面積：588㎡

・施工業者

　入谷建設工業㈱〈建築主体〉

　黒沢電設工業㈱〈電気設備〉

八幡コミュニティセンター
建設工事起工式・安全祈願祭

遠藤耀太選手（喜多方桐桜高校３年生）
レスリングで、国体出場！

　10月３日、国民体育大会「東京国体」

のレスリングに出場する遠藤選手が来庁

しました。遠藤選手は県高校体育大会レ

スリングの84キロ級で優勝を飾り、国体

の代表選手に選ばれました。高校からレ

スリングを始め、初めての国体出場にな

り「練習ではつらいことがたくさんあり

ましたが、努力が報われ、高校最後の大

会に全力を出し切りたい」と抱負を語り

ました。
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健　

康

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
流
行
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
、
予
防
接

種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
手
洗
い
や
う
が
い
を
き
ち
ん
と
行

う
・
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
・
栄
養
を

と
る
・
疲
労
や
寝
不
足
を
避
け
る
な

ど
体
調
管
理
に
十
分
注
意
し
て
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間

　
平
成
26
年
１
月
31
日
ま
で

▼
実
施
場
所
　

　
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

▼
対
象
者

　
65
歳
以
上
の
方

※
予
診
票
は
医
療
機
関
に
備
え
付
け

　
て
あ
り
ま
す
。

▼
助
成
額

・
65
歳
以
上
の
方
　
１
８
０
０
円

（
施
設
入
所
の
方
　
１
０
０
０
円
）

・
生
活
保
護
世
帯
の
方
　
全
額

（
事
前
に
福
祉
班
で
助
成
手
続
き
を

　
し
た
方
に
限
る
）

※
注
意
　
今
年
よ
り
妊
婦
及
び
18
歳

　
未
満
の
方
へ
の
助
成
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
83
―

１
０
０
０

住宅にお困りの方を対象に、町営住宅の入居者を募集します。（１１月募集分）

▼募集住宅の区分 ☆既存空き家住宅　５戸

【募集住宅】

住宅名/戸数 住 所 住宅の構造 タイプ 家 賃 床面積 学 区

古町川尻団地/３戸
字古町川尻 426

（緑町）

鉄筋コンク
リート造
４階建

3DK
12,700～
19,600円

57.2㎡ 小学校/坂下東小学校

中岩田南団地/１戸
字中岩田１０

（新町）

鉄筋コンク
リート造
４階建

2DK
18,300～
27,200円

51 ㎡ 小学校/坂下南小学校

中岩田南団地/１戸
字中岩田１０

（新町）

鉄筋コンク
リート造
３階建

2DK
19,400～
28,900円

53.3㎡ 小学校/坂下南小学校

● 中岩田南団地以外については駐車場は設置されておりませんので、車を所有している方は民間駐車場を

借りることを条件とします。

● 今後の退去状況により、募集戸数が増減する場合があります。

※いずれの住宅も、家賃は収入により異なります。

▼入居予定時期　　平成 26 年 1 月上旬

▼入居資格  次の⑴～⑺すべて満たす事が条件です。

　⑴現に住宅に困窮していることが明らかなこと。

　⑵地方税及び上下水道使用料等を滞納していない

　　こと。

　⑶過去において公営住宅に入居していた方及びそ

　　の配偶者が入居する場合は、過去の家賃を滞納

　　していない方。

　⑷世帯の収入が、公営住宅法により定められた収

　　入額以下であること。

　⑸入居しようとする者が暴力団員でないこと。

　⑹単身入居の場合は、次のいずれかに該当するこ

　　と。

　　①昭和３０年４月１日以前に生まれた方

　　②身体障害者手帳 (１～４級 )所持者

　　③精神障害者手帳 (１～２級 )所持者

　　④知的障がい者 (精神障がいに相当する程度 )

　　⑤戦傷病者手帳 (特別項症～第一款症 )所持者

　　⑥原子爆弾被爆者 (厚生労働大臣の認定を受け

　　　た方 )

　　⑦生活保護法に基づく被保護者等

　⑺その他

　　①団地内のルールを守り、お互いに協力して円

　　　滑な共同生活ができる方

　　②家賃の支払など契約条項を遵守できる方

▼申し込み方法 【申込みに必要な書類】

　○町営住宅入居申込書（役場建設班にあります。）

　○住民票謄本（市町村の戸籍窓口で交付）

　　＊入居者全員の本籍･続柄･世帯主が記載されて

　　　いるもの

　　＊別居扶養親族がいる場合はその方の分も必要

　　　です

　○所得を証明できる書類

　　（平成25年度所得証明書等）

　　＊18歳以上の入居者全員。所得のない方も必　

　　　要です。ただし、高校生・大学生は学生証の

　　　写し。

　　＊18歳未満の方でも収入のある方は所得証明書

　　　が必要です。

　○納税証明書（市町村の税務窓口で交付）

　　＊他市町村に住所がある方は、当該年度及び過

　　　去２か年分の納税証明書が必要です。

　○婚約証明書（婚約中の方が申し込む場合）

　○現在お住まいのアパートの賃貸借契約書写

▼受付期間

  11月15日(金) ～ 11月28日(木)　

　土･日･祝日を除く午前８時30分～午後５時15分ま

　で

▼申込み・問い合わせ先

　建設部　建設班　

　TEL 84-1506(内線263)
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健　

康

訪
問
歯
科
診
療
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す

　
福
島
県
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
で

は
、
訪
問
歯
科
診
療
を
行
う
歯
科
医

院
の
紹
介
や
質
問
・
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

▼
訪
問
歯
科
診
療
と
は

　
歯
科
医
院
へ
の
通
院
が
困
難
な
方

の
も
と
へ
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士

が
伺
っ
て
、
治
療
や
口
腔
ケ
ア
を
行

う
も
の
で
す
。

▼
対
象
者
　
　
　

①
寝
た
き
り
な
ど
に
よ
り
通
医
が
困

　
難
で
、
在
宅
で
の
歯
科
治
療
を
希

　
望
す
る
方

②
病
気
や
け
が
の
治
療
・
リ
ハ
ビ
リ

　
な
ど
に
よ
り
入
院
中
の
方

③
介
護
施
設
等
に
入
所
中
の
方
な
ど

▼
治
療
費
に
つ
い
て

　
訪
問
歯
科
診
療
は
医
療
保
険
が
適

用
に
な
り
、
通
常
の
自
己
負
担
と
同

様
の
取
扱
で
す
。（
た
だ
し
、「
歯
科

訪
問
診
療
料
」
等
の
料
金
が
発
生
し

ま
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室

　
☎
０
２
４
―

５
２
３
―

３
２
６
８

▼
受
付
時
間
　

　
平
日
　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

暮
ら
し

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

（「
賦
課
期
日
」）
に
、
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
（
こ
れ
ら
を
総
称
し

て
「
固
定
資
産
」
と
い
い
ま
す
）
を

所
有
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
固
定
資

産
の
価
格
を
基
に
算
定
さ
れ
る
税
額

を
そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町

村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

　
適
正
な
課
税
を
図
る
た
め
、
左
記

事
項
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
、
ご
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
住
宅
や
車
庫
、
倉
庫
な
ど
を
新
築
・

　
増
築
し
た
場
合

　
年
内
（
12
月
末
ま
で
）
に
完
成
予

定
の
家
屋
は
、
来
年
度
（
平
成
26
年

度
）
の
課
税
対
象
と
な
る
た
め
「
家

屋
評
価
」
を
行
な
い
ま
す
。
今
年
完

成
し
ま
だ
評
価
が
済
ん
で
い
な
い
家

屋
や
、
現
在
、
新
築
・
増
築
中
で
、

完
成
の
時
期
が
わ
か
り
ま
し
た
ら
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
家
屋
の
滅
失
届
に
つ
い
て

　
建
物
を
取
り
壊
し
た
時
は
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
翌
年
度
よ
り
、

滅
失
分
の
固
定
資
産
税
が
か
か
ら
な

く
な
り
ま
す
。
届
出
を
忘
れ
る
と
、

既
に
な
く
な
っ
た
建
物
に
も
課
税
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。（
届
出
用
紙
は
税
務
管

理
班
に
あ
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
持
参

の
う
え
届
け
出
て
く
だ
さ
い
）

▼
共
有
分
の
固
定
資
産
税
を
口
座
振

　
替
で
納
付
す
る
場
合

　
新
た
に
共
有
分
の
固
定
資
産
税
を

口
座
振
替
で
納
付
す
る
場
合
は
、
別

途
、
共
有
者
名
で
の
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
す
で
に
口
座
振
替
で
納

付
さ
れ
て
い
る
方
も
、
あ
ら
た
め
て

金
融
機
関
へ
届
出
し
な
い
と
振
替
で

き
ま
せ
ん
。（
金
融
機
関
へ
届
け
出

す
る
と
き
に
、
共
有
名
義
分
の
振
替

で
あ
る
こ
と
を
窓
口
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。）

▼
相
続
等
で
所
有
者
が
変
更
に
な
っ

　
た
場
合

　
家
屋
土
地
等
の
相
続
で
所
有
者
が

変
更
に
な
っ
た
場
合
も
、
口
座
振
替

や
納
税
組
合
に
関
す
る
届
出
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
所
有

し
て
い
る
、
事
業
用
償
却
資
産
（
機

械
・
設
備
・
備
品
等
）
は
、
平
成
26

年
度
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

12
月
に
「
償
却
資
産
申
告
書
」
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
新
規
購

入
分
や
廃
棄
分
を
加
除
修
正
し
て
く

だ
さ
い
）

▼
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
管
理
班
（
⑥
番
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
０
２

平成25年度　自衛官採用試験

募集項目 資格 受付期間 試験期間

高等工科学校生徒

推薦

男子で、中卒（見込含）17

歳未満の成績優秀かつ生

徒会活動等に顕著な成績

を納め学校長が推薦でき

る者

11月 1日

～12月 6 日
1 月 11日～13日

一般
男子で中卒（見込み含む）

17 歳未満の者

11月 1日

～1月 10 日

1 月 18日

(一次)

予備自衛官補

一般 18 歳以上 34 歳未満の者
①1月 9日

～4月 3日

②7月 16 日

～9月 30 日

①4月 12 日

～4月 15 日

②10月 12日

～10月 15日
技能

18 歳以上で国家免許資格

等を有する者（資格により

53 歳未満～55 歳未満の

者)

▼問い合わせ先 自衛隊 福島地方協力本部 会津若松出張所

（会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1）TEL 27-6724

公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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暮
ら
し

白
色
申
告
決
算
説
明
会

　
事
業
所
得
等
を
有
す
る
全
て
の
住

民
税
申
告
者
・
所
得
税
の
白
色
申
告

者
に
つ
い
て
、
平
成
26　
年
１
月
か
ら

帳
簿
の
記
帳
及
び
保
存
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
新
た
に
記
帳
を
行
う
方

や
記
帳
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
方
の

た
め
に
、
記
帳
・
帳
簿
保
存
制
度
の

概
要
や
記
帳
の
仕
方
等
を
説
明
す
る

「
決
算
説
明
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　
事
業
所
得
（
農
業
所
得
も
含
む
）、

不
動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
が
あ
る

方▼
説
明
会
実
施
日

　
12
月
10
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
場
所

　
中
央
公
民
館
２
階
「
大
研
修
室
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
管
理
班
（
⑥
番
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
０
２

そ
の
他

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
か
ら
の

お
知
ら
せ
！

　
い
つ
も
、
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
当
館
は
、
皆
様
に
安
心
し

て
ご
入
浴
し
て
い
た
だ
き
た
く
左
記

の
と
お
り
配
管
の
洗
浄
作
業
を
行
い

ま
す
。
２
日
間
お
休
み
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　
11
月
19
日
（
火
）

※
11
月
20
日
（
水
）
よ
り
通
常
通
り

　
午
前
９
時
よ
り
営
業
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
　

　
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
指
定
管
理
者

　
㈱
会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス

　
☎
83
―

１
３
４
４

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切

に
保
管
を
!!

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対

象
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
25
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
平
成
25

年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の

証
明
書
（
又
は
領
収
書
）
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
平
成
26
年
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う

え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご

照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に

表
示
さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所
（
会

津
若
松
年
金
事
務
所
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
若
松
年
金
事
務
所

　
☎
27
―

５
３
２
１

自
動
車
の
登
録(

移
転
・
変
更
・

ま
っ
消)

は
お
済
で
す
か

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
で
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る

名
義
上
の
所
有
者
（
割
賦
購
入
の
場

合
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
例
年
、「
持
っ
て
い
な
い
車
の
納

税
通
知
書
が
来
た
」、「
納
税
通
知
書

が
来
な
い
」
等
の
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
が
間
違
い
な
く
届
く

よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
３
月

31
日
ま
で
に
運
輸
支
局
で
登
録
手
続

き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

①
住
所
が
変
わ
っ
た

②
自
動
車
を
人
に
譲
っ
た

③
廃
車
し
た
　
　
　
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
課
税
第
二
課

　
☎
29
―

５
２
６
１

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の

加
入
手
続
き
は
お
済
で
す
か
。

　
正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
、
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、

一
人
で
も
労
働
者
を
雇
っ
て
い
る
事

業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室
☎
０
２
４
―

５
３
６
―

４
６
０
７

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、

公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
で
す

聴
覚
障
が
い
乳
幼
児
子
育
て
相

談

  

「
み
み
ち
ゃ
ん
教
室
」

　
き
こ
え
や
こ
と
ば
の
不
安
、悩
み
、

心
配
及
び
補
聴
器
や
人
工
内
耳
等
ど

ん
な
相
談
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時
　
月
～
金
曜
日
　

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
場
所
　
聾
学
校
会
津
分
校
内
「
み

　
み
ら
ん
ど
・
會
津
」

▼
費
用
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
教
頭
　
☎
22
―

１
２
８
６

町
民
・
議
会
懇
談
会
を
開
催
し

ま
す

　
テ
ー
マ
「
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
展
開
」

　
今
年
の
町
民
・
議
会
懇
談
会
は「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
を
テ

ー
マ
に
、
福
島
大
学
の
荒
木
田
先
生

を
迎
え
て
、
基
調
講
演
を
お
こ
な
い

町
民
の
皆
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
な
疑
問

に
つ
い
て
懇
談
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

▼
講
師
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
福
島
大
学
行
政
政
策
学
類

　
准
教
授
　
荒
木
田
　
岳
　
先
生

▼
日
時

　
11
月
15
日
（
金
）　
午
後
６
時

▼
場
所

　
中
央
公
民
館（
２
階
　
大
研
修
室
）

★広報あいづばんげ

縦42mm×横171mm 20,000円

縦 42mm×横 84mm 10,000 円

★会津坂下町ホームページ（バナー広告）

10,000円

※ 料金は、1 か月の金額です。
（年間契約の場合、割引有り）
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会津坂下町内街頭犯罪等発生状況(平成25年9月末現在)

区　分 管  内 会津坂下町 区　分 管  内 会津坂下町

強 盗 1 1 自 販 機 ね ら い 2

空 き 巣 ね ら い 2 車 上 ね ら い 1 1

忍 び 込 み 3 ひ っ た く り

事 務 所 荒 し 部 品 ね ら い 1

出 店 荒 し 1 強 制 わ い せ つ

自 動 車 盗 1 1 街 頭 犯 罪 合 計 29 19

オ ー ト バ イ 盗 2 2 その他刑法犯等 67 47

自 転 車 盗 15 14 全 刑 法 犯 96 66

注　

意

会
津
坂
下
町
で
は
９
月
中
、
刑
法
犯

の
発
生
が
11
件
あ
り
ま
し
た
。

★
子
供
の
未
来
を
守
る
た
め
に
★

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
と
そ
の
親

だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
で
解
決
す

べ
き
問
題
で
す
。
あ
な
た
の
連
絡
相

談
が
子
ど
も
を
守
る
と
と
も
に
、
子

育
て
に
悩
む
保
護
者
を
支
援
す
る
た

め
の
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

★
児
童
虐
待
と
は
★

身
体
的
虐
待
…
殴
る
、
蹴
る
、
投
げ

　
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
火

　
傷
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
な

　
ど
。

性
的
虐
待
…
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

　
性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ

　
ラ
フ
テ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど
。

ネ
グ
レ
ク
ト
…
家
に
閉
じ
込
め
る
、

　
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔

　
に
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す

　
る
、
重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院

　
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど
。

心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る
脅
し
、

　
無
視
、
兄
弟
間
で
の
差
別
的
扱
い
、

　
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

　
て
暴
力
を
振
る
う
な
ど
。

◆
児
童
虐
待
を
見
つ
け
た
時
は
◆

　
右
記
の
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ

る
児
童
を
発
見
し
た
者
は
、
市
町
村
、

福
祉
事
務
所
、
児
童
相
談
所
等
に
通

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
児
童

虐
待
防
止
法
第
６
条
で
定
め
ら
れ
て

坂
下
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
警
察
署

　
☎
83
―

３
４
５
１

い
ま
す
。

　
警
察
署
も
児
童
虐
待
に
つ
い
て
の

対
応
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

子
ど
も
の
未
来
を
守
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節を迎えます。ひとり一人が、火災予防に対する意識を持つことによ

り火災による悲惨な焼死事故や貴重な財産の損失を防ぎ放火されにくい、｢火災に強い街づくり｣のために

を標語に火災への注意を呼びかけます。

会津坂下消防署では、火災予防週間中に関係機関と連携して、街頭広報消防車による広報、防火パレード等

を計画しております。騒音等のご迷惑をおかけしますが火災予防へのご理解をお願いいたします。

会津坂下消防署からのお知らせ

問い合わせ先

会津坂下消防署　

TEL ８３-４１００



17

注
　
意

○申し込みは原則、 土・日・祝日を除く

　午前8時30分～午後5時15分

○費用・料金等の記載のないものは無料

○ 「申込」 の記載があるものは事前に申し込みが必要

事　業　名 日　　時
開　催　場　所

申込 ･問い合わせ先
備　　　　　　考

すこやかキッズ

 11月21日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分 場　健康管理センター

問　℡ 83-1000

※申込みはいりません

対　 2 歳～幼稚園入園前の子供と保護者

持　オムツ・飲み物

内　親子 3 Ｂ体操

 12月12日(木)

午前10時～　　　

　　　　　11時30分

対　 0～ 1  ・  1～ 2 歳の子供と保護者

持　オムツ・ミルク・飲み物

内　工作「手作りクリスマスツリー」他

人権・行政相談会
12月 3 日(火)

午前10時～午後 3 時

場　老人福祉センター

問　TEL 83-2837

家庭内のもめごと、近隣とのトラブルをはじ

めとする人権や行政問題等についての相談会

を開催します。

行政書士会

による相談会

12月 5 日(木)

午前 9 時30分～正午

場　老人福祉センター

問　TEL 83-2837

官公署に提出する書類等の提出方法などの相

談に応じます。

弁護士による

無料法律相談会

12月13日(金)

午前10時～午後 3 時 

場　老人福祉センター

問　TEL 83-2837

毎日の生活の中での心配ごと、悩みごとなど、

お気軽にご相談ください。

前日までお申込みください。

ばんげ保育所に

遊びにおいでよ

11月16日(土)

午前 9 時30分～　　

　　　　　11時30分

場　ばんげ保育所

問　℡ 83-3202

｢小さなお話し会｣　パート1

　紙芝居や絵本の読みきかせ、パネルシアタ

　ーなどを親子で楽しみませんか。

五浪美術記念館より

※ は休館日です。

11 月の開館日

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

12 月の開館日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

11 月 16 日（土）～12 月 23 日（月）

「バンビィ美術展」

※町内の保育所・幼稚園・小学校・中学

校・高校に通う子どもたちの作品を展示

します！

※入館料無料です。

場＝場所　問＝問い合わせ　内＝内容　期＝申込期日　費＝参加費　対＝対象者　持＝持参物
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１８歳までのお子さんをお持ちの方へ

＜乳幼児・児童の入院時の食事代について＞

１８歳（１８歳到達後最初の年度末）までの乳幼児・児童の入院時の食事代については、一旦

病院の窓口でお支払いしていただき、役場に申請を出すことで、病院でお支払いした金額をお返

しする事になります。

申請は役場の福祉班（③番窓口）で受け付けになります。

▼対象となる方

０歳から１８歳までの方

▼申請の際に必要なもの

国民健康保険に加入の方 国民健康保険以外の保険に加入の方

・保険証 ・受給資格証

・通帳、印鑑（認印で可） ・印鑑（認印で可）

・病院の領収書 ・病院の領収書

【問い合わせ先　生活部　福祉班（③番窓口）　TEL 84－1522】

国民健康保険に加入している

１８歳までのお子さんをお持ちの方、妊産婦の方へ

＜一部負担金が０割となっている方が窓口負担した場合＞

国民健康保険に加入されている方で、病院の窓口での一部負担金の割合が０割となっている

１８歳までの方や妊産婦の方でも、福島県外の医療機関など、一部の医療機関を利用した際には、

病院の窓口で一部負担金を支払わなければならない場合があります。その際にも、役場に申請を

出すことで、病院でお支払いした金額をお返しします。ただし、保険適用外の治療（レーシック

や差し歯など）については対象外となります。

申請は役場の保険年金班（④番窓口）で受け付けになります。

▼対象となる方

国民健康保険に加入されている方で下記の方

・０歳から１８歳まで

・妊産婦（妊娠１２週目の月から分娩の月まで）

▼申請の際に必要なもの

・保険証

・通帳、印鑑（認印で可）

・病院の領収書

【問い合わせ先　生活部　保険年金班（④番窓口）　TEL 84－1501】
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9/21 ～ 10/20届出分 11 月の保健ガイド
会津坂下町健康管理センター　☎83－1000

11月９日(土) ～ 12月８日(日)までの情報をお知らせします。

町の人口と世帯（10月１日現在）

人　口………16,699人（－18）

　男　………  7,987人（＋  1）

　女　………  8,712人（－19）

世帯数………  5,414戸（－  4）

今月の納税【納期限12月２日(月)】

●固定資産税　●介護保険料

●国民健康保険税　●住宅使用料

●児童福祉負担金　●後期高齢者保険料

●上･下水道･農業集落排水使用料

【休日の水道修理当番】
（11/9 ～ 12/8）

11/10日・17日・23土・24日

坂下水道　℡83-2607

12/1日・8日

アクーズ会津　℡28-4111

戸籍の窓口

お誕生おめでとう

ごめい福をお祈りします

※　掲載を希望されない方は 「戸籍
　の届書」 を提出する際に、戸籍の
　担当に申し出てください。 

地　区　　　名　前� （保護者）
見　明� 齋　藤　遥

はる

　希
き

�（隆��浩）
宇　内� 唐　司　栞

かん

　愛
な

�（篤��志）
立　川� 吉　田　遥

はる

　太
た

�（和��明）
上　町� 小　林　真

ま

　穂
ほ

�（���昇���）
柳　町� 樋　口　　　桜

さくら

�（敏��教）
福　原� 菊　地　　　陸

りく

�（隆��幸）
新富町� 物　江　壮

そう

　太
た

�（雄��介）
新開津� 石　田　倭

やま

　士
と

�（育��恵）

橋　本� 大川原　巖　野�（92歳）
水　島� 江　川　勇　仁�（81歳）
金　沢� 青　津　正　義�（88歳）
覆　形� 小　崎　重　信�（85歳）
大　村� 山　内　ミ　ツ�（102歳）
福　原� 林　邉　ヨ　シ�（91歳）
緑　町� 渡　部　メイ子�（86歳）
塔　寺� 中　野　こ　う�（97歳）
諏訪町� 棚　木　トラノ�（90歳）
長　井� 田　中　　　實�（78歳）
橋　本� 髙　橋　昭　一�（75歳）
杉　山� 荒　明　文　衛�（92歳）
矢ノ目� 池　澤　　　悟�（82歳）
袋　原� 渡　部　正　行�（77歳）
緑　町� 白　井　良　一�（65歳）
桜木町� 遠　藤　惠美子�（71歳）
沼　越� 鈴　木　ト　ク�（90歳）
宇　内� 佐　藤　光　雄�（94歳）
三　谷� 佐　藤　光　江�（81歳）
金　上� 成　田　照　子�（83歳）
塔　寺� 皆　川　孝　由�（70歳）
福　原� 佐　藤　マ　ス�（88歳）

乳幼児健康診査
場 所 会津坂下町健康管理センター
持 参 品 母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間 午後 1時～1時 30分

事 業 名 月 日 対 象 者

4か月児 11 月 12 日(火)
平成 25 年 6 月 15 日

～平成 25 年 7月 14 日生

10 か月児 11 月 28 日(木) 平成 24 年12月・平成 25 年 1月生

1歳 6か月児 11 月 20 日(水) 平成 24 年 4 月・平成 24 年 5 月生

乳幼児健康

・栄養相談
12 月 6 日(金)

月齢・年齢は問いません。育児につ

いての相談を希望する方。

離乳食教室
12 月 6 日(金)

午後2時30分～

平成 25 年 3 月 15 日

～平成 25 年 5月 14 日生

休日救急診療当番

※ 変更になる場合があります。

11 月 23 日(土) 坂下厚生総合病院 ☎83-3511

12 月 8 日(日) 菅原医院 ☎83-2311

救 急 病 院

坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

県医師会のホームページでも確認できます。

http://www.e-sense.ne.jp/~ken-ishikai/

【役場周辺】 【学校等における測定結果 (10月16日）】
ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時

年 月 数値 調査地点 数値 調査地点 数値

10月 1日 0.093 坂下東小学校 0.112 坂下東幼稚園 0.112

9 月 1 日 0.100 坂下南小学校 0.121 坂下南幼稚園 0.107

8 月 1 日 0.092 坂下中学校 0.092 ばんげ保育所 0.073

7 月 1 日 0.098 えくぼ遊育園 0.120

6 月 1 日 0.100 ▼問い合わせ先 放射能対策室 TEL84-1527
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会津坂下町 Facebook(フェイスブック)で情報発信中
http://www.facebook.com/town.aizubange.fukushima QR コード

1361

町内の保育所・幼稚園・小学校・

中学校から、子どもたちの学校

での様子をお伝えします！

　10 月 8 日、坂下南小学校・坂下東小学校の 5・6 年生児童

による鼓笛隊パレードがライヴァン通りを中心に行われまし

た。好天の下、交通団体や防犯団体の方を合わせて約 400 人

が参加し、町民の皆さんへ交通安全と地域安全を力強い演奏で

呼びかけました。

　沿道からは、小学校鼓笛隊の素晴らしい演奏と、はつらつと

した姿に大きな拍手が送られました。

小学校陸上記録会小学校陸上記録会小学校陸上記録会小学校陸上記録会
　10 月 11 日、町内各小学校の５・6 年

生全員（約 340 人）が陸上記録会に出場

しました。曇りがちな天候の中、競技中に

大雨が降ったにもかかわらず、児童たちは

それにもめげずに記録を目指し競技に臨ん

でいました。同級生や保護者が声援を送る

と、それに応えるかのように天気は秋空に

なり、次々と高記録もでて、満足そうな子

どもたちの表情が見られました。

　オープン 400 ㍍リレーは、男子が 1 分 0 秒 4 で坂下東 6

年Ａ、女子は 1 分 2 秒 8 で坂下南小 6 年Ａが優勝しました。


